
2022JARL山形県支部技術講習会 D-STARについて

（一部、ICOM社D-STAR講習会資料から抜粋転記）
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（注） D-STAR対応無線機は、アナログ（FM)でも使用する事ができます。
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シンプレックスによるQSOはこの状態で行います。

呼び出し周波数は[433.300MHz]です。

通常のQSOは、「広帯域の電話・電信・画像」の周波数で行います。

お勧めは、奇数の周波数[４３３．３３０MHz]等です。

なんせ、帯域幅が「６ｋHz」ですからFM局には気がつかれないでしょう。
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出来るだけ、「CQこちらは[CALL]、**レピータからゲート越えです」とアナウンスしましょう。

RPT?; が表示された場合は、レピータとの通信が遮断されています。
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電波が発射される範囲

アクセスポイントはシンプレックスの通信

ターミナルモード

D-モニタ-

※D-monitorは、レピータのQSOをモニタできる。

G

G

G

G

最大４波で同一局のCallSignが送信されます。

ゾーンレピータ
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レピータは必要無いんでは・・・と言う疑問

（問い）ターミナルモード、アクセスポイントモード、D-モニタが有れば、D-STARは出来るんでしょ？。

D-STARは、「ネットワークを使ったゲート越え通信を行おう」と言う考えから開発されています。

たとえば、「AreaA」から「AreaB」を繋ごう、と言う事です。

でも、近くにレピータが無ければ不可能な訳で、D-STARの普及に繫がりません。

レピータに、Multi Forwardが追加されたのは、近くに使用できるレピータが無くても

ゲート越えでレピータに接続しようと言う理由からと思います（私が思っているだけか）

山かけで接続出来なくても、ターミナルモードで、遠くのレピータに接続できれば楽しいものです。

でも、逆はできませんよね・・・

お互いにレピータを通していれば可能なんです。

Internet
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アマチュア無線は、個人局対個人局。つまり、１対１のQSOが原則です。

そこで、

① CQ呼出し

② CQに対する応答

③ QSOにはいる

と言う前提で開発されたのだと思います。

問題は、相手局（レピータ）の状態（使用状況）

が分らない事です。

と、言う訳で、お空のQSO同様に、右図のような

事が起きる場合があります。

九州しか聞こえない

ラッキー「CQ CQ CQ」 バーロー使ってるよー

全エリアが聞こえてる

JA7

JA６

最近、「ホールパンチ」と言う技術を使用して、ターミナルモードの様に、レピータに接続できるようになりました。

D-monitor技術で、相手レピータの交信状況がモニタ出来ます。。

特徴は、

①ネットを使用してレピータに接続しますが、ゲート越えにはなりません。

D-STAR無線機を使用して、レピータに直接アクセスする事と同様です。

②D-monitorでは、接続しているレピータの音声をモニタする事ができます。

③D-monitorからのCQに応答する場合は、<Rx-Cｓ>釦の操作は必要ありま

せん。

④D-monitorは、グローバルアドレスの環境が必要ありません。

インターネットに接続出来る環境と、JARLへの機器登録は必須です。

聞くところによると、ターミナルモードも「ホールパンチ」対応に

なったとか、但し、全てのネットで出来る訳では無いようです。
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D-STRAはＩｎｔｅｒｎｅｔ（NET接続）を使用する事で，世界中と交信できます。

その方法ですが、D-STAR無線機を使用する場合は、無線機の設定だけで簡単に行うことができます。

（要は、NETうんぬんは考える必要がありません）

しかし、Terminal mode/AccessPoint mode/D-monitorを自分で運用する場合は、ネットワークの

最小限の知識が必要になります・・・たぶん（ぼそっ）。（説明書通りに行えば不要かもしれません）

参考までに、2000年以前にアマチュア無線で行っていた TCP/IP を元に説明する事にします。

TCP/IPは、AX-25（パケット通信）上にインターネットを載せていただけで、現代の光通信上にインターネット

を乗せている事と何も変わっていません。

ＩＰ Ｉｎｔｅｒｎｅｔ Ｐｒｏｔｏｃｏｌ。インターネットの約束事

ＴＣＰ 情報の伝送手順の約束（決まり）

SMTP、FTP、HTTP等は、（ポート番号で区分けされる）Dataの処理方法です。

通信は情報に、送り先→受取先のIP-addressをHeader（見出し）につけ、ネットワークに放り込むだけです。

見かけは「接続」、だが、接続等はしていません。単純に情報（パケット）が相手に届いただけの事です。

PC-1（100.100.100.100）

PC-3(200.200.200.200)

Internet

To 200.200.200.200

To 200.200.200.200

To 200.200.200.200PC-2(150.150.150.150)

ぽい

あ・おれ？

×
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IP-アドレス(IP-v4)は理論的に、255x255x255x255個(4,228,250,625個)しか利用できない（限りある財産）です。

そのため割り当ては世界的に管理され、global addressと呼ばれています。又、AクラスからEクラスに分けられて配分されている

一部（カッコ内）はブライベートアドレスと呼ばれ、法人や個人が自由に使用できる様になっています。

Class-A

0.0.0.0-127.255.255.255  (ホスト数 16,581,375個)

（10.***.***.*** 10.0.0.0/8）

Class-B

128.0.0.0-191.255.255.255  (ホスト数 1,040,400個）

（172.16.***.***-172.31.***,****  172.16.0.0/12）

Class-C

192.0.0.0-223.255.255.255  (ホスト数65,026個)

（192.168.***.*** 192.168.0.0/16）

Class-D

224.0.0.0-239.255.255.255

Class-E（将来用）

240.0.0.0-255.255.255.255

JARLに機器登録を行うと、JARLはブライベートAクラスのアドレスを割り振ります（最大１６個？）

Repeaterには重要なDataです。

IP-adoresu とは、

000,000,000,000～255,255,255,255と表され、0～255は、２進数の8ビット(11111111)で構成されています。

要するに、32ビットの空間の事で、世界中のコンピュータは、原則一つのIP-addressを持っていることになります。

Amateur無線もたった６文字で世界中に一つのCallSignを持っている事になります。

例 192 168         8            64

1100000 10101000 0001000 01000000

192.168.0.0/16 は、先頭から１６bitを固定すると言う意味です。

15/21 Rev20220123 By,JA7FSP



2022JARL山形県支部技術講習会 D-STARについて

D-SRARは、インターネットの仕組みを上手に利用して通信を行っています。

つまり、インターネットは原則、IP-アドレスが解ればホスト（Repeater-AとRepeater-B）を接続できる事になります。

が・・・単純ではありません。以下にNET接続やホールパンチのイメージを説明します。

通常RepeaterやTerminal機器は、家庭内（又は社内）LANのブライベートアドレス空間にあります。

これを、グローバルアドレスに変換しなければ、インターネットには接続できません。

このアドレス変換をしてくれるのがNAT技術（routerが対応している）です。

Repeater-Aは、JARLにRepeater-Bのグローバルアドレスと（JARLが割り振った）ブライベートaddressを問い合わせる。

JARLサーバーは、Repeater-Bの情報を送信する。（DNSを引くとか言うかも）

Repeater-Aは、回答されたRepeater-Bのアドレスに対し（見かけ上の）接続を試みる

Repeater-Bは、Repeater-Aに対し、Data送受信許可のアンサーを返す。

で、Repeater-AとRepeater-Bは通信を開始する（見かけ上）接続完了。(注、IPaddressは架空のものです)

JR7WS
10.10.2.100

Router-1
（NAT）

JR7WI
10.10.2.200

Router-2
（NAT）

JARLサーバー

IPaddress 割り当て表
|
|
JR7WS
10.10.2.100@66.10.1.22
|
|
|
JR7WI
10.10.2.200@77.12.20.30

66.10.1.22

77.12.20.3
Internet

注、Imageです。

ブライベートネットワーク
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D-SRARゲートウエイシステムの、ｘｃｈａｎｄｅ、Multi_Forwardについて。

ｘｃｈａｎｇｅはGatewayとD-STAR他の仲介として開発されました、これにより、新しい技術をD-STARに

追加することが可能になりました。

Multi_Forwardは、携帯端末からRepeaterに接続出来るように追加された、Repeaterの新機能です。

D-monitorは、ホールパンチ技術を利用して、Repeaterに接続出来るように考えられたシステムです。

（前図を、JR7WS/JR7WIを、ホストA/B,Router-A/BをNATデバイスN1/N2,JARLサーバーをSと読み替えてください）

①ホストA/Bは、SとのUDP通信を開始する。

②N1/N2は、UDP変換状態を作成し、一時的な外部ポート番号を割り当てる。

③Sは、それらのポート番号を、A/Bに通知する。

④A/Bは、相手のNATデバイス（N1/N2)と、通知されたポート番号で直接通信する。

⑤NATデバイスは、それ以前に生成

されていた変換状態を使い、A/B

の間でパケットの送受信が可能になる。

⑥この状態は短時間で消滅するため、

A/Bは頻繁に空パケットのやりとりを

行う。

グローバルアドレスや、ポート開放などの

作業は必要なくなる。

UDP(User Datagram Protocol)

一方的にメッセージを送るなどの決まり。
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一時的な外部ポート・・・など、良く「ポート」と言う言葉が出てきます。

「ポート開放」「穴開け」とか言われていますが、ポートとは、「どのアプリが使用するパケットなのか」の目印です。

インターネットを、港の仕組みで解説する場合があります。

海（インターネット）を、コンテナ船（プロバイダー）で運ばれてきたコンテナ（パケット）を、港（User)の第※埠頭（ポート）に

届けます。届いたコンテナを引き取り手（アプリケーション）が処理する、というイメージになります。

もし、宛先の埠頭が閉鎖されていれば、使えるようにする行為が穴開け・・・になります。

ここは、受取専用、送出専用、送受ok等を指定できます。

もし、ターミナルモードで、送信は出来るけど、

受信が出来ない等の場合は、「拒否」の設定

になっている場合が考えられます。

ポートの「解放/閉鎖」は、ルータに入って設定

を行います。

①セキュリティ確保

②パケットの整理

など重要な設定です。

間違った設定を行うと、インターネット接続が出来

なくなる場合があります。

＜警告＞最低限、このTEXTの用語が分らない

場合や、IPｖ４パケットなど、ルータ設定の用語

に理解が無い場合は、絶対にやらない事です。

オールリセットでも元に戻せない場合があります。
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家庭内LAN

192.168.*.*

（10.*.*.* でも可）

レピータの開設について

１、管理団体を立ち上げます。

JARL正員５名が条件になります。

レピータの設置場所を決めます。

希望周波数を３個ほど決めます。

２、JARLに開設要望書を提出します。

伝搬調査、隣接レピータとのセパレーション確保（アナログレピータも対照になる。）

（全てのアクセス地点から、レピータの二重アクセスが無いことが条件です。）

３、JARLから許可がきます。（但し、レピータの公募を行う・・・と言う内容です。）

４、公募に基づき、正式な開設要望書を提出します。

５、ネットワーク委員会の審査が行われ、正式な許可が出ます。

（class-Aのブライベートアドレスが指定されます。）

６、ICOMからレピータを購入します（正式許可がなければ購入は不可。）

レピータは設定済で納入されます。

７、納入されれば、単体で山かけ運用が可能です。

８、ネットワークを構築します。

（１）Linux(SentOS-7)サーバーを用意します。

（２）D-STAR関連のソフトをインストールします。

９、JARLにネット接続完了届を提出します。

１０、ネットワークの概要

Internet ルーター

１

ルーター２

固定アドレ

スを指定

レピータ

コントローラ

Linux

サー

バー

レピータ

家庭内LANのアドレスは通常

192.168.*.*が使われる。

router-2はDHCP外の固定アドレスを指定する。

家庭内LANを

10.*.*.*で構築すると、ルータ２は必要ない

10.*.*.*

10.*.*.*

192.168.*.*

10.*.*.* レピータアドレス

(サーバーの固定adoresu )は

JARLで指定する（必須）。
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付録

D-STAR運用状況のモニタ
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このテキストについてのお願いと注意

このテキストは、2022JARL山形県支部技術講習会資料として

私JA7FSP玉橋が作成したものです。

ICOM様資料、JARLHome page資料を利用しています。

目的外利用、配布は堅くお断りいたします。

又、改変や、他サイトへいかなる形態での掲載も禁止します。

私がインターネットについて知ったのは、1970年代の事、

その後、高度アマチュア無線技術研究会（コーア技研）の活動の中で、

PRUG（packet Radio User group）の皆さんからたたき込まれた知識があるだけです

TCP/IPについては２０００年問題の後は行っておりません。

同様に、Linuxも全くのブランクでしたが、JR7WSのD-STAR化のため、

昔の記憶だけで作成しました（トショッテがらのLinuxはしんどい）。

ついては、記載内容についての質問には全くお答えする事ができません。

間違い/技術的問題/疑問点/改善点などの、御指摘、御意見は有りがたくおうけ

します。

ja7fsp(a)jarl.com で届くとおもいます。
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